
パナソニック船舶用カルシュームバッテリーの疲労度判定 

（１）船舶に使われるバッテリーの種類 

①クラッキングバッテリー 

エンジン始動時に、瞬間的に大きな電流を供給することを目的につくられています。 

このバッテリーは過度の放電状態（容量の 75%以下に電圧が低下した状態）になると、極端に蓄電能力が

低下し、再充電をしても回復できなくなる。 

鉛蓄電池、パナソクックやＧｓｙｕａｓａの船舶用バッテリーなど 

 

②ディープサイクルバッテリー 

少量の電流を長時間供給する能力に優れ、繰り返し放充電が可能なバッテリー。 

エレクトリックモーターや魚群探知機、ビルジポンプ、電動ウインチなどの電源として使用する時は、デ

ィープサイクルバッテリーを選ぶのが良い。 

Voyagerのデーブサイクルバッテリーなど 

 

（２）バッテリーの性能指標 

バッテリーの性能指標として、ＣＣＡ、ＭＣＡ、ＲＣなどがある。 

 

① ＣＣＡはコールド・クランキング・アンペアのことで、-18℃の気温の中で、満充電のバッテリーが、30

秒後に 7.2Vになる放電電流です。 瞬発力を示す数値として欧米で広く用いられています。 自動車用

鉛畜電池の性能評価に使われる 
 

② ＭＣＡはマリン・クランキング・アンペアのことで-1.1℃の気温の中で、満充電のバッテリーが、30 秒

間に 7.2V になる放電電流です。ＣＣＡと同じくバッテリーの瞬発力を示す数値で、エンジン始動時な

ど、瞬間的に大きな電流が必要なときにこの性能が重要です。 ＣＣＡと合わせ船舶用バッテリーの性

能評価に使われる 

 

③ ＲＣはリザーブキャパシティのことで、25A の電流を放電し（27 度）、放電終始電圧 10.5V になるまで

の時間（分）。主に SAE規格 

 

 

（３）バッテリーの疲労度把握 

バッテリーの疲労度を把握する指標として電圧、電流を調べ、基準値と比較して疲労度を把握する方法が簡

便である。 

 

① 電圧を調べる 

バッテリー電圧の正常値は、通常時が 12.5V～12.8V、エンジン始動時は 13.5V～14.5V 

バッテリーの電圧が 12.5V 未満であれば一般的に交換のタイミング。しかし、電池自体に問題がなく充電

不足だけの場合は継続使用できるケースもあり。 

端子電圧 13.0V  充電状態 100％ 

端子電圧 12.4V  充電状態 60％ 



端子電圧 11.8V  充電状態 20％ 

端子電圧 10.5V  充電状態 0％  

 

２０２４．６．１にＮｏｂⅦ号の主バッテリーとサブバッテリーの電圧を計測した数値は下記のとおり。 

なお、計測に当たっては接続している電線類をすべて取り外し、スッピンバッテリーのターミナルポストで

計った。 

主バッテリー  １３．６３ｖ⇔エンジン始動時の状態に該当 ≧１２．５ｖ 判定ＯＫ 

サブバッテリー １２．７５ｖ⇔通常時の状態に該当     ≧１２．５ｖ 判定ＯＫ 

※主バッテリーの電圧が高いのは、エンジンのみに接続し、海上ではエンジンから、陸上保管時は

ソーラーパネルから充電しており、エンジンの駆動以外に消費する電力源がないため常に満充電状

態を維持している状態下で、発電源からの電線を外してすぐに計測したためであると思われる。 

発電源からの電線を外して、２～３時間置いてから計測しないと正確な状態が把握できないようで

ある。 

 

② バッテリーの起電力を調べる（ＣＣＡ、ＭＣＡ） 

充電により、電圧が１２．５Ｖ以上に回復していても、起電力が弱くなってバッテリー交換を要するこ

とがあるが、それを調べるために以下の通り、ＣＣＡ実測値から劣化具合（ＳＯＨ）を求め、７０％以

下なら要交換。 

新品時を 100％としたときの現在の劣化具合（ＳＯＨ）。 

SOH % = ( CCA 実測値 / CCA 基準値 ) ×100 

 

※CCA 基準値について 

新品のＣＣＡ値は公表されていないことが多く、把握が難しい。 

鉛蓄電池の場合はＪＩＳＤ５３０１推定できるといわれている。 

 

サイズ ＣＣＡ 

 

 

 

また、デーブサイクルバッテリー（Voyager）の場合は、基準値が公表されており以下の通りである。 



ディープサイクルバッテリーの性能/Voyager 

  M24MF M27MF M31MF 

ＣＣＡ値 400 550 625 

ＭＣＡ値 620 720 900 

ＲＣ(分) 125 160 180 

サ
イ
ズ 

長さ 275 320 330 

幅 172 172 173 

高さ 227 227 237 

 

パナソニック船舶用カルシュームバッテリー８５Ｄ３１ＲのＣＣＡ基準値は公表されてなく不明で

ある。 その機能は鉛蓄電池よりも大きく、デーブサイクルバッテリーと比しても遜色がない値と

予想される。 

で、性能ランク計算式より推定することにした。  

 

  

 

パナソニック船舶用カルシュームバッテリー８５Ｄ３１Ｒでは数値が公表されている。 

 

 

当該バッテリーはＪＩＳ規格で製造されていると思われるが、計算エレメントに公表されている数

値を用いて計算できるＥＮ規格で計算すると 

  ８５＝（√（ＣＣＡ×７０））／２．５ 

 ＣＣＡ＝（８５×２．５）２／７０＝６４２．２≒６５０ 

となる。 

 

一方、ネオネットマリンが商品に関する問い合わせ窓口を設けており、ここへＰＡＮＡＳＯＮＩＣ

船舶用カルシュームバッテリー８５Ｄ３１ＲのＣＣＡとＭＣＡがいくらか問い合わせると 

 「ＣＣＡ＝５６５、ＭＣＡは計っていないとの製造元からの回答である」 

との返事をいただきました。 

 

ＥＮ規格推定値との差はＪＩＳとＥＮの測定条件が、設定温度、最終電圧は同じですが、放電時間



がＪＩＳ３０秒であるのに対しＥＮは１０秒と短いのでＣＣＡが高くなるためと思われる。 

また、ＣＣＡ＝５６５ならば、ＲＣはＪＩＳ規格の判定式より 

  ８５＝（√（５６５×ＲＣ））／２．８ から 

  ＲＣ＝１００分 

であることがわかる 

 

ＰＡＮＡＳＯＮＩＣ製船舶用カルシュームバッテリー８５Ｄ３１ＲのＣＣＡは５６５Ａを基準値と

して計測値と比較し、疲労度判定を行ったのが以下の表です。 

２０２４．６．１ 計測状況（デジタルバッテリーアナライザーＡＥ３００） 

種別 計測ＣＣＡ（Ａ） ＣＣＡ基準値（Ａ） ＳＯＨ（％） 判定 

メインバッテリー ８１７．９ 
５６５ 

１４５ 再測定 

サブバッテリー ５３５．５ ９５ 良好 

 

 

③ バッテリーの内部抵抗値 

５ｍΩを目安としてみると 

２０２４．６．１ 計測状況（デジタルバッテリーアナライザーＡＥ３００） 

種別 
計測内部抵抗 

（ｍΩ） 

目安とした 

内部抵抗（ｍΩ） 
判定 

メインバッテリー ４．２７ 
５ 

良好 

サブバッテリー ５．２２ 概ね良好 

 

 

④ 総合評価 

３種類の項目の健全性を考慮し総合評価すると、両バッテリーとも良好な状態にあると判定できる。 

 

 

⑤ ＭＣＡについて  

ＰＡＮＡＳＯＮＩＣ船舶用カルシュームバッテリー８５Ｄ３１ＲのＭＣＡについては測定していないと

の製造元の回答である。 

よって、ＣＣＡ値が近いデーブサイクルバッテリーＭ２７ＭＦのＣＣＡとＭＣＡの比率１．３を使い推

定すると 

ＭＣＡ＝５６５×１．３≒７００ 

となる。 

今回実測していないので評価項目の対象としていない。 

種別 
電圧 

(ｖ) 

抵抗 

(ｍΩ) 

計測ＣＣＡ 

（Ａ） 

電圧基準 

（ｖ） 

抵抗基準 

(ｍΩ) 

ＣＣＡ基準 

（Ａ） 

購入 

年月日 

メイン 

バッテリー 
１３．６３ ４．２７ ８１７．９ 

１２．５ ５ ５６５ 

2020.3 

サブ 

バッテリー 
１２．７５ ５．２２ ５３５．５ 2022.10 



今回参考としたバッテリーの諸元 

  

 

 
 

 


